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弊社社名「株式会社ブルームプラン」。
お花が咲く計画。
それだけ、計画というものを重視しています。

計画を作ること自体が目標でも、目的でもありませ
ん。
そこにある本質は、おざなりな経営、成り行き的な
経営をやめて、目指すべき方向をしっかり胸に刻ん
で、進んでいくために、計画を作るということです。

例えば、金融機関に融資を申し込み、計画を作れと
言われたから作るとか、補助金申請のため、お金を
ゲットするために有り得もしない計画書をつくる。
そんなことで、会社は、改善も、成⻑もしません。

１０年後、どんな企業として振る舞いたいか？
どんな社会貢献活動で、正当な対価を得ていきたい
か？
従業員の幸せを、どのような形で実現するのか？
そして、経営者は、殊、中⼩企業の社⻑にとって、
会社は、自分の子供みたいに可愛いもの。
自分も会社も、どう成⻑させていきたいのか？

そんな観点から、事業計画をつくるなら、とても有
意義なものになると思いませんか？

えー、でも作ったことないよーという方。
大丈夫です。
お作法がちゃんとありますから。

経営カイゼンつうしん
経営をよりよくしたい経営者様へ
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1.事業計画の重要性
2.で、具体的には︖

みなさまへ、手紙を書くつもりで書きます！
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3.自己紹介
国仙悟志（こくせんさとし） １９７４年７月９日、札幌市生まれ。早稲田大学法学部卒業後、地方大手
百貨店に⼊社し、店頭販売、販売促進、店舗運営、⺠事再生法手続関連部署にて勤務しました。
在職中、室蘭店勤務で赴任していたときに、あまりにも時間があることがわかり、（正確に書くと、ビー
ルと焼鳥が美味しく不摂生がたたり、健康診断の結果が悪く、人事部に呼ばれたのがきっかけ）産業能率大
学経営情報学部通信課程を受け、卒業しました。勝間和代氏がメディアによく出ていたころで、早起きして
勉強に励むという生活スタイルが話題になり、ワタクシも、早起きの習慣を手に⼊れました。このとき以来
ずーっと早寝早起きを行っています。
その後、中堅石油販売会社にて勤務し、その間に、中⼩企業診断士を取得し、２０１１年に独立開業、２
０１４年に法人を設立しました。百貨店時代に経験したマーケティング、マーチャンダイジング（品揃え戦
略）、プロモーション、企業再生、そして、石油販売会社で経験した中⼩企業の実体験。
これらの経験、さらには、開業後の活動、研究などが、今の仕事のベースになっています。

事業計画は、意外とみなさんのアタマの中にすで
にあるのです。
ただ、外にだしていないだけ。

簡単にかけば、言語化と数値の裏付けをつくるだ
けです。
（それができないから、大変なんだよね、と聞こ
えてきます。）

定性面であるワード。定量面であるエクセル。
そして、A4の白紙。
これだけあれば、だれでも？事業計画が策定する
ことができるようになります。

はい、ここで、登場するのが、アタマの中にある
ぼんやりを、整理する「事業計画マップ®」です。

次回は、「事業計画マップ®」を取り上げます！


